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2-1. SINET4の現状

全国７００以上の大学・研究機関等の２００万人以上が利用する情報通信ネットワーク

• 現行のＳＩＮＥＴ４で全県をカバー （ＳＩＮＥＴ３では３４県）

大学のカバ 率は 国立１００％ 公立約８０％ 私立約５５％• 大学のカバー率は、国立１００％、公立約８０％、私立約５５％

（平成25年3月31時点）
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：コア回線 （40Gbps）

：コア回線 （10Gbps）

加入機関数 86 65 320 62 55 16 175 779

接続拠点数 125 72 368 68 59 18 223 933

：エッジ回線 （2.4Gbps）

：エッジ回線 （40Gbps）

：エッジ回線 （10Gbps）

：コアノード

：エッジノード

米国・欧州
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米国・欧州



2-2. 通信ネットワークの一般的な仕組み

通信ネットワークは、一般的に、ノードと回線で構成される。

通信サービス毎に要求条件が異なるため、異なるネットワーク設計を行っている。

電話網は高信頼性重視 インタ ネットはベストエフォ ト 広域イ サ網は帯域確保 など電話網は高信頼性重視、インターネットはベストエフォート、広域イーサ網は帯域確保、など。

ＳＩＮＥＴは、次頁に示す通り、一般ユーザ（一般家庭、一般企業）とは異なる学術系特有の
要求に応える必要があり、ネットワーク設計も自ずと先端性が要求される。

バックボーン回線

コアノード
(高速に転送）

コアノード ネットワーク
ノードの例バックボ ン回線 ア ド

(高速に転送） の種類
ノードの例

電話網
・加入者交換機
・中継交換機

：通信データ

アクセス回線

エッジノード
(ユーザを収容）

エッジノード
(ユーザを収容）

インターネット
・エッジIPルータ
・コアIPルータ

広域イーサ網
・小型L2スイッチ
大型L2スイ チ

ユーザ

アクセス回線

ユーザ ユーザ ユーザ

広域イ サ網
・大型L2スイッチ

ＳＩＮＥＴ
• 光IPハイブリッド
ノード
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注） SINETのユーザは大学や研究機関等であり、それらのキャンパスネットワーク等を収容する



2-3. 学術系特有の要求条件

学術系ネットワークは、以下の学術系特有のアプリケーションを収容する必要がある。

大容量データ転送： 高エネルギー・宇宙天文・核融合・スパコン・地震研究等のデータ転送、
大容量研究データバックアップ 等大容量研究デ タバックアップ、等

共同研究環境形成：ネットワーク型共同研究、セキュアなデータ転送、マルチキャンパス、等

学術国際連携： 世界各国との共同研究、海外からの大容量データ転送、等

学術系映像通信： 遠隔講義、遠隔医療（手術中継・診断等）、高臨場・多次元通信研究、等

学術データベース： 各大学・研究機関からの学術情報発信、データ検索・連携等

学術国際連携 学術データベース

学術系映像通信大容量データ通信 共同研究環境形成

学術情報ネットワーク（SINET）
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2-4. これまでの取り組み

昭和62年（1987年）以降、継続して我が国の学術情報ネットワークを整備・運営

先端的学術研究の推進・連携に不可欠な最先端ネットワーク基盤であるとともに、我が
国の大学等における学術研究や教育活動全般を支える情報インフラとして整備国の大学等における学術研究や教育活動全般を支える情報インフラとして整備

諸外国の研究教育ネットワークとも接続し、国際間共同研究を支援

「学術ネットワーク運営・連携本部」等を通じて大学等と密接に連携し、学術コミュニティ
のニ ズを踏まえ SINETや関連する事業を企画 立案

学術情報ネットワーク（ＳＩＮＥＴ）

のニーズを踏まえ、SINETや関連する事業を企画・立案

一元的な整備を行うことにより、経済的、効率的かつ効果的に構築

学術情報ネットワ ク（ＳＩＮＥＴ）
の構築

諸外国
研究ネ トワ ク

•大学等における最先端ネットワーク
•学術研究や教育活動全般の情報インフラ

研究ネットワーク
諸外国

研究教育ネットワーク

相互接続
不可

相互接続

商用
ネットワーク

不可

大学等
連携・調整
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経済的・効率的・効果的な整備



2-5. SINETの歩み

87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17

SINETは、当初はインターネットバックボーンとして発展したが、現在は最先端の研究開発、
国際連携、遠隔教育、高性能クラウド利用等にチューンした最先端学術基盤となっている。

87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17

研究 教育活動を支援する“情報ライ ライ ”（800以上の利用）

パケット交換網（X.25） クローズドネットワーク

▲1987 1

▲1992.4

研究・教育活動を支援する“情報ライフライン”（800以上の利用）
▲1987.1

先端研究のための
“超高速ネットワ ク環境”

SINET（インターネット） ☆最大1Gbps

ネットワーク統合とサービスの多様化
▲2002.1

超高速ネットワーク環境

スーパーSINET ☆最大10Gbps

☆ネ ト クの経済的高速化

▲2007.4

SINET3

最先端学術情報
バ クボ

☆最大40Gbps

☆ネットワークの経済的高速化

☆エッジノードの高安定化

☆ノード未整備県等の通信環境の高度化

☆サービスの多様化（継続）と利便性向上

バックボーン

SINET4
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☆上位レイヤサービスの支援・展開

8

▲2011.4

Today

次期SINET



2-6. SINETの様々な役割

大学・研究機関が保有する大型実験施設、計算資源、学術DB等の共同利用を超高速に実現

異なる組織間での研究教育データの共有・転送等をVPNによりセキュアに実現

学術情報

国際連携施設大型実験施設・スパコン・観測器等クラウドサービス用
データーセンター

学術情報
データベース

学術情報
クラウド基盤

学術ＤＢ群

LHD

天文

ITERLHC

ALMA

地震観測 J-PARC Belle II

測地
VLBI

オープンアクセス

学術情報連携

天文
VLBI HPCI Belle

VLBI
Sping-8

SINET国際回線

大型施設等共同利用 国際連携国際連携

大学連携
クラウド

産学連携

閉域網教育連携
遠隔講義

共同研究
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民間企業

大学等大学等大学等

大学等


